
(57)【要約】

【課題】　屋根工事等に用いる長尺の梯子の上端を確実

に支持する転倒防止器具を提案する。

【解決手段】　固定手段を介して梯子Ｌに装着する基板

１０と、基板にスライド可能に取り付けた可動板２０と

を備え、可動板の上端部に、屋根の端縁上面に当接可能

な折曲部２２を設ける一方、基板に縦孔１１を、可動板

に横孔２７を設け、縦孔と横孔にネジを挿通することに

よって、基板に対して可動板を角度調整可能に固定する

。基板１０を梯子Ｌの上部に固定し、基板に対して角度

調整可能にスライドする可動板２０によって屋根の端縁

上面を抑える。

【選択図】　　図４
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 固 定 手 段 を 介 し て 梯 子 に 装 着 す る 基 板 と 、
　 こ の 基 板 に 、 ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け た 可 動 板 と を 備 え 、
　 可 動 板 の 上 端 部 に 、 屋 根 の 端 縁 上 面 に 当 接 可 能 な 折 曲 部 を 設 け る 一 方 、
　 基 板 に 縦 孔 を 設 け る と と も に 可 動 板 に 横 孔 を 設 け 、 こ の 縦 孔 と 横 孔 に ネ ジ を 挿 通 配 置 し
、 基 板 に 対 し て 可 動 板 を 角 度 調 整 可 能 に 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 梯 子 の 転 倒 防 止 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
　 屋 根 の 端 縁 を 下 方 か ら 支 持 す る 左 右 一 対 の 固 定 支 持 部 を 備 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項
１ 記 載 の 梯 子 の 転 倒 防 止 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
　 固 定 支 持 部 は 、
　 可 動 板 の 上 部 の 折 曲 部 に 側 面 略 Ｊ 字 ま た は 側 面 略 Ｌ 字 状 の ネ ジ 部 材 を 取 り 付 け 、
　 折 曲 部 に よ っ て 屋 根 の 端 縁 上 面 を 抑 え つ つ 、 前 記 ネ ジ 部 材 の 先 端 部 で 屋 根 の 端 縁 下 面 を
抑 え る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ２ 記 載 の 梯 子 の 転 倒 防 止 器 具 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 梯 子 の 転 倒 を 防 止 す る 器 具 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 梯 子 、 と く に ア ル ミ 梯 子 は 、 軽 量 で あ り 伸 縮 自 由 な 構 造 の も の が 多 数 あ る た め 、 各 種 の
屋 根 工 事 等 に 使 用 さ れ る 。 し か し 軽 量 で あ る た め 、 上 方 に 体 重 が か か っ た と き や 、 体 重 移
動 が あ っ た と き に 梯 子 の 転 倒 事 故 が 起 き や す い 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 こ の た め 、 従 来 か ら 梯 子 の 転 倒 を 防 止 す る 各 種 の 提 案 が な さ れ て い る 。 例 え ば 、 特 開 ２
０ ０ ５ － １ ３ ９ ８ １ ２ 号 公 報 、 あ る い は 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ １ ３ ６ ８ ２ 号 公 報 に は 、 梯 子 の
下 端 部 を 支 持 す る こ と に よ っ て 転 倒 を 防 止 さ せ る 器 具 が 提 案 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ５ － １ ３ ９ ８ １ ２
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ０ １ ３ ６ ８ ２
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 問 題 は 、 屋 根 工 事 等 で 用 い る 長 尺 の ア ル ミ 梯 子 の 場 合 に は 、 梯 子 の 下 端 部 に 転 倒 防 止 用
の 器 具 を 配 置 す る と 、 器 具 が 大 型 化 し や す い 点 に あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 屋 根 工 事 に 用 い る よ う な 長 尺 の ア ル ミ 梯 子 に お け る 転 倒 事 故 は 、 作 業 員 が 梯 子 を 降 り る
と き の 体 重 負 荷 時 や 体 重 移 動 時 に 起 こ り や す い の で あ る が 、 前 記 の 特 許 文 献 １ や 特 許 文 献
２ の 発 明 の よ う に 、 梯 子 の 下 端 部 に 転 倒 防 止 の 器 具 を 配 す る 構 造 で は 、 梯 子 の 上 端 部 が 揺
れ 動 く 可 能 性 が あ る た め 、 作 業 員 は 心 理 的 に も 恐 怖 を 感 じ る し 、 力 の モ ー メ ン ト を 考 え る
と 下 端 部 に お け る 支 持 機 材 は か な り 大 型 化 し な け れ ば 十 分 な 安 定 を 得 に く い 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 屋 根 工 事 等 に 用 い る 長 尺 の 梯 子 の 上 端 を 確 実 に 支 持 す る こ と
の で き る 転 倒 防 止 器 具 を 提 案 す る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 前 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 梯 子 の 転 倒 防 止 器 具 は 、 固 定 手 段 を 介 し て 梯 子
に 装 着 す る 基 板 と 、 こ の 基 板 に ス ラ イ ド 可 能 に 取 り 付 け た 可 動 板 と を 備 え 、 可 動 板 の 上 端
部 に 、 屋 根 の 端 縁 上 面 に 当 接 可 能 な 折 曲 部 を 設 け る 一 方 、 基 板 に 縦 孔 を 、 可 動 板 に 横 孔 を
設 け 、 縦 孔 と 横 孔 に ネ ジ を 挿 通 す る こ と に よ っ て 、 基 板 に 対 し て 可 動 板 を 角 度 調 整 可 能 に
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固 定 す る （ 請 求 項 １ ） 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 基 板 を 梯 子 の 上 部 に 固 定 し 、 基 板 に 対 し て 角 度 調 整 可 能 に ス ラ イ
ド す る 可 動 板 に よ っ て 屋 根 の 端 縁 上 面 を 抑 え る こ と が 出 来 る 。 屋 根 の 勾 配 に 対 す る 梯 子 の
設 置 位 置 や 屋 根 の 角 度 に よ っ て 、 屋 根 の 端 縁 上 面 を 抑 え る 可 動 板 の 角 度 を 調 整 す れ ば 、 梯
子 を 妻 面 に 置 い て も 破 風 面 に 置 い て も 、 い ず れ の 場 合 で も 可 動 板 が 屋 根 の 端 面 上 面 を 上 か
ら 抑 え る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 請 求 項 １ の 場 合 、 転 倒 防 止 器 具 と 屋 根 の 端 縁 上 面 は 、 可 動 板 の 折 曲 部 の 当 接 に よ っ
て 接 触 抵 抗 を も ち 梯 子 の 転 倒 を 防 止 す る が 、 転 倒 防 止 器 具 と 屋 根 と の 固 定 の 確 実 性 を さ ら
に 高 め る 必 要 が あ る と き は 、 適 宜 の 固 定 支 持 手 段 を 採 用 す る こ と が 望 ま し い 。 固 定 支 持 手
段 は 、 請 求 項 ２ の よ う に 転 倒 防 止 器 具 に 設 け て も 良 い し 、 あ る い は 、 複 数 個 の 磁 石 を 屋 根
の 金 属 板 に 固 定 し 、 当 該 磁 石 と 転 倒 防 止 器 具 と を 紐 や 金 属 線 等 を 介 し て 連 絡 し て も よ い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 請 求 項 ２ は 、 転 倒 防 止 器 具 と 屋 根 と の 接 続 状 態 を 良 好 に す る も の で 、 屋 根 の 端 縁 を 下 方
か ら 支 持 す る 左 右 一 対 の 固 定 支 持 部 を 、 転 倒 防 止 器 具 に 配 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 か か る 構 成 に よ れ ば 、 角 度 調 整 可 能 な 可 動 板 の 折 曲 部 に よ る 屋 根 端 縁 の 上 面 の 押 圧 だ け
で な く 、 固 定 支 持 部 を 介 し て 屋 根 の 端 縁 を 挟 む こ と に よ り 、 転 倒 防 止 器 具 と 屋 根 と の 連 結
な い し 接 続 の 状 態 （ 固 定 状 態 ） を 強 固 に 出 来 る 。 固 定 支 持 部 は 左 右 一 対 と し て 設 け る こ と
に よ り 、 梯 子 の 上 部 の バ ラ ン ス 安 定 を 高 め る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 請 求 項 ３ は 、 屋 根 の 端 縁 を 挟 む 左 右 一 対 の 固 定 支 持 部 を 、 可 動 板 の 上 部 の 折 曲 部 に 側 面
略 Ｊ 字 ま た は 側 面 略 Ｌ 字 状 の ネ ジ 部 材 と し て 設 け る も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 請 求 項 ２ に 記 載 し た 固 定 支 持 部 の 構 造 は と く に 限 定 さ れ な い が 、 最 も 簡 単 で コ ス ト を 低
減 す る に は 、 側 面 略 Ｊ 字 ま た は 側 面 略 Ｌ 字 状 の ネ ジ 部 材 を 用 い て 、 ネ ジ 部 材 の 先 端 部 で 屋
根 の 端 縁 下 面 を 抑 え る こ と が 好 ま し い か ら で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 な お 、 請 求 項 ３ で は 、 側 面 略 Ｊ 字 ま た は 側 面 略 Ｌ 字 状 の ネ ジ 部 材 を 可 動 板 に 配 す る と し
て あ る が 、 屋 根 の 端 縁 を 折 曲 部 と 相 俟 っ て 挟 む 左 右 一 対 の 固 定 支 持 部 は 、 転 倒 防 止 器 具 に
配 す る の で （ 請 求 項 ２ ） 、 基 板 側 に 配 し て も 良 い こ と は 勿 論 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に 係 る 転 倒 防 止 器 具 に よ れ ば 、 梯 子 の 上 部 に 基 板 を 固 定 し た 後 、 可 動 板 を ス ラ イ
ド 調 整 し 、 折 曲 部 を 使 っ て 屋 根 の 端 縁 の 上 面 を 上 か ら し っ か り と 抑 え る こ と に よ り 、 梯 子
の ぐ ら つ き を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。 折 曲 部 の 裏 面 に は 、 抵 抗 を 増 大 さ せ る た め に ゴ ム 等
の 弾 性 樹 脂 を 配 し て お く こ と が 望 ま し い 。 屋 根 の 端 縁 の 傷 つ き も 防 止 で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 梯 子 の 転 倒 防 止 器 具 を 例 示 す る も の で あ る 。 こ の 転 倒 防 止 器 具 は
、 梯 子 、 例 え ば ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 上 部 に 固 定 す る 基 板 １ ０ と 、 こ の 基 板 １ ０ に ス ラ イ ド 可 能
に 固 定 す る 可 動 板 ２ ０ と に よ っ て 構 成 し 、 可 動 板 ２ ０ の 上 部 に 設 け た 折 曲 部 ２ ２ に よ っ て
、 屋 根 Ｒ の 端 縁 上 面 を 上 か ら 抑 え る よ う に な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 基 板 １ ０ は 、 立 て か け た ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 例 え ば 裏 面 側 に 固 定 し 、 可 動 板 ２ ０ は 、 基 板 １
０ の 内 側 （ 屋 根 側 ） に 配 置 す る 。 ち な み に 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ を 、 屋 根 Ｒ の 平 （ ひ ら ） 側 に 立
て か け る と き は 、 図 ２ に 示 す よ う に 基 板 １ ０ に 対 し て 可 動 板 ２ ０ を 傾 斜 さ せ る 必 要 は な い
。 し か し 工 事 の 都 合 に よ り 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ を 屋 根 Ｒ の 妻 （ つ ま ） 側 に 立 て か け る と き は 、
図 ３ に 示 す よ う に 基 板 １ ０ に 対 し て 可 動 板 ２ ０ を 傾 斜 さ せ る 。
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【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 ４ は 、 基 板 １ ０ と 可 動 板 ２ ０ の 具 体 的 な 形 状 を 例 示 す る も の で あ る 。 基 板 １ ０ お と び
可 動 板 ２ ０ は 、 軽 量 で 錆 び に く い ア ル ミ 等 の 難 錆 金 属 ま た は 硬 質 樹 脂 を 用 い て 成 形 す る こ
と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 ア ル ミ 梯 子 Ｌ に 固 定 す る 基 板 １ ０ は 、 例 え ば 横 長 の 略 長 方 形 を 呈 す る よ う に 成 形 す る 。
横 幅 は 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 左 右 の 縦 材 に 固 定 で き る よ う 、 少 な く と も 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 左 右
幅 以 上 の 寸 法 と す る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 可 動 板 ２ ０ も 、 基 板 １ ０ と 同 様 に 横 長 の 略 長 方 形 を 呈 す る よ う に 成 形 す る こ と が 望 ま し
い 。 可 動 板 ２ ０ の 左 右 幅 は 、 基 板 １ ０ よ り も 小 さ く て も 構 わ な い 。 し か し 、 屋 根 Ｒ の 端 縁
上 面 を 上 か ら 抑 え る 機 能 性 を 高 め る た め に は 、 好 ま し く は 、 基 板 １ ０ の 左 右 幅 と 同 一 な い
し そ れ 以 上 と す る 。 屈 曲 部 ２ ２ の 面 積 を 大 き く し て 、 屋 根 Ｒ の 端 縁 上 面 を 上 か ら 抑 え る グ
リ ッ プ 力 を 増 大 さ せ る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 基 板 １ ０ は 、 左 右 に 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 縦 材 に 対 し て 固 定 を 行 う た め の ネ ジ 孔 １ ９ を 備 え
て お り 、 こ の ネ ジ 孔 １ ９ の 内 側 の 位 置 に 、 左 右 一 対 の 縦 孔 １ １ を 備 え て い る 。 ネ ジ 孔 １ ９
は 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 縦 材 に ネ ジ を 打 ち 込 む た め の も の で あ る か ら 、 そ の 離 隔 距 離 は 、 ア ル
ミ 梯 子 Ｌ の 縦 材 の 横 幅 に 合 わ せ て 設 定 す る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 基 板 １ ０ に 設 け た 左 右 一 対 の 縦 孔 １ １ は 、 可 動 板 ２ ０ の 上 下 方 向 の 移 動 を 許 容 す る た め
の も の で あ る 。 可 動 板 ２ ０ の 上 下 の 移 動 距 離 は 、 通 常 、 ３ ～ ８ ｃ ｍ を 見 込 め ば 実 用 に 耐 え
る の で 、 縦 孔 １ １ の 上 下 寸 法 は 若 干 の 余 裕 を も っ て 、 例 え ば 、 ５ ～ １ ０ ｃ ｍ と す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 一 方 、 可 動 板 ２ ０ に は 、 基 板 １ ０ の 縦 孔 １ １ に 対 応 さ せ た 左 右 一 対 の 横 孔 ２ ７ を 設 け る
。 基 板 １ ０ の 縦 孔 １ １ と 可 動 板 ２ ０ の 横 孔 ２ ７ に ネ ジ （ 例 え ば 蝶 ネ ジ ） ２ ８ を 挿 通 し て 、
可 動 板 ２ ０ を 基 板 １ ０ に 対 し て 角 度 調 節 可 能 に 固 定 す る た め で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 基 板 １ ０ に は 縦 孔 １ １ が あ る の で 、 可 動 板 ２ ０ は 、 基 板 １ ０ に 対 し て 上 下 方 向 に 移 動 可
能 で あ り 、 か つ 、 可 動 板 ２ ０ に は 横 孔 ２ ７ が あ る の で 、 基 板 １ ０ に 接 触 さ せ た 状 態 で 、 可
動 板 ２ ０ の 傾 斜 角 度 を 自 由 に 設 定 し 、 ネ ジ ２ ８ を 介 し て 固 定 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 基 板 １ ０ に 縦 孔 １ １ を 設 け 、 可 動 板 ２ ０ に 横 孔 ２ ７ を 設 け る の は 、 屋 根 Ｒ の 傾 斜 に あ わ
せ て 可 動 板 ２ ０ を 傾 斜 さ せ る と 、 基 板 １ ０ と 可 動 板 ２ ０ と を 固 定 す る 左 右 一 対 の ネ ジ ２ ８
の 離 隔 距 離 が 変 わ る た め で あ る 。 可 動 板 ２ ０ の ネ ジ 孔 （ ２ ７ ） を 円 孔 に し た の で は 、 可 動
板 ２ ０ の 傾 斜 に 伴 う ネ ジ ２ ８ の 距 離 変 動 を 吸 収 で き な い 。 こ れ に 対 し て 、 可 動 板 ２ ０ に 横
孔 ２ ７ を 設 け て お け ば 、 可 動 板 ２ ０ は 好 ま し い 角 度 に 調 整 で き る し 、 基 板 １ ０ の 取 り 付 け
位 置 に 若 干 の 誤 差 が あ っ て も 、 誤 差 を 吸 収 し て 折 曲 部 ２ ２ に よ っ て 屋 根 Ｒ の 端 縁 上 面 を 隙
間 な く 抑 え る こ と が 出 来 る 。 横 孔 ２ ７ の 長 手 方 向 の 寸 法 は 、 例 え ば 、 ５ ｃ ｍ 程 度 と す る こ
と が 望 ま し い 。 ま た 、 可 動 板 ２ ０ と 屋 根 Ｒ の 端 縁 の 接 触 に よ る 屋 根 Ｒ の 金 属 板 の 損 傷 を 防
止 す る た め 、 可 動 板 ２ ０ の 裏 面 、 と く に 折 曲 部 ２ ２ の 裏 面 や 横 孔 ２ ７ の 近 傍 に は 、 ゴ ム や
発 泡 樹 脂 材 等 の ク ッ シ ョ ン 材 ２ ９ を 設 け る こ と が 望 ま し い 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 折 曲 部 ２ ２ は 、 出 来 る だ け 左 右 寸 法 を 大 き く し て 、 屋 根 Ｒ の 端 縁 を 抑 え る 能 力 を 高 め る
こ と が 望 ま し い 。 こ の た め 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 中 央 お よ び 左 右 に 三 つ の 折 曲 部 ２ ２
を 設 け て あ る 。 ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 縦 材 の 内 側 に 位 置 す る 中 央 の 折 曲 部 ２ ２ （ Ｃ ） が 最 も 左 右
幅 が 大 き く 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 縦 材 の 外 側 に 位 置 す る 左 右 の 折 曲 部 ２ ２ （ Ｒ ） 、 ２ ２ （ Ｌ ）
は そ れ よ り も 左 右 幅 を 小 さ く し て あ る 。 可 動 板 ２ ０ の 左 右 寸 法 を コ ン パ ク ト に し つ つ 、 三
点 支 持 に よ っ て 高 い グ リ ッ プ 性 能 を 保 証 す る た め で あ る 。 中 央 の 折 曲 部 ２ ２ （ Ｃ ） と 左 右
の 折 曲 部 ２ ２ （ Ｒ ） 、 ２ ２ （ Ｌ ） と の 間 の 凹 部 Ｖ は 、 転 倒 防 止 器 具 の 軽 量 化 に 貢 献 す る 。
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【 ０ ０ ２ ７ 】
　 折 曲 部 ２ ２ の 前 後 方 向 へ の 折 曲 角 度 は 、 切 妻 等 の 傾 斜 屋 根 の 角 度 （ 例 え ば ２ ０ ～ ４ ０ 度
） に 合 わ せ て 設 定 す る 。 屋 根 の 傾 斜 角 度 は 、 降 雪 量 や 伝 統 的 な 様 式 に 従 う の で 一 概 に は い
え な い が 、 可 動 板 ２ ０ の 一 般 面 に 対 す る 折 曲 部 ２ ２ の 角 度 は 、 例 え ば ２ ０ ～ ３ ５ 度 と す る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 こ の 実 施 形 態 で は 、 可 動 板 ２ ０ と 屋 根 Ｒ の 端 縁 と の 連 絡 強 度 を 高 め る た め 、 左 右 の 折 曲
部 ２ ２ （ Ｒ ） 、 ２ ２ （ Ｌ ） に 、 略 Ｊ 字 状 の ネ ジ 部 材 ３ ０ を 設 け 、 こ の 先 端 部 で 屋 根 Ｒ の 端
縁 の 下 面 を 抑 え る よ う に し て あ る 。 折 曲 部 ２ ２ の 当 接 面 積 が 十 分 に 大 き け れ ば 、 こ の よ う
な ネ ジ 部 材 ３ ０ は 必 要 は な い こ と も あ る 。 し か し な が ら 、 簡 単 な 構 造 で ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 揺
れ を 確 実 に 防 止 す る た め に は 、 ネ ジ 部 材 ３ ０ を 用 い た 屋 根 Ｒ の 下 方 か ら の 支 持 は 有 効 で あ
る 。 屋 根 Ｒ が ト タ ン 屋 根 の 場 合 は 、 例 え ば 強 力 な 磁 石 等 を 用 い て も 転 倒 防 止 器 具 と 屋 根 Ｒ
と を 連 結 で き る が 、 降 雪 時 の よ う に 、 磁 石 が 使 い に く い 時 期 も あ る の で 、 略 Ｊ 字 ま た は 略
Ｌ 字 の ネ ジ 部 材 ３ ０ を 用 い て 、 転 倒 防 止 器 具 と 屋 根 Ｒ と を 強 固 に 連 結 す る こ と が 望 ま し い
。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 従 っ て 、 か か る 転 倒 防 止 器 具 に よ れ ば 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ に 基 板 １ ０ を ネ ジ 等 に よ っ て 固 定
し た 後 、 可 動 板 ２ ０ を 上 下 に ス ラ イ ド さ せ 、 必 要 が あ る と き は 屋 根 Ｒ の 傾 斜 に 合 わ せ て 可
動 板 ２ ０ の 傾 斜 角 度 を 設 定 し 、 ネ ジ ２ ８ を 締 め て 可 動 板 ２ ０ を 固 定 す る こ と に よ り 、 ア ル
ミ 梯 子 Ｌ の 上 部 と 屋 根 Ｒ と を 密 に 連 絡 し 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 揺 れ 動 き を 抑 え て 転 倒 事 故 の 発
生 を 防 止 す る こ と が 出 来 る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 基 板 １ ０ に は 縦 孔 １ １ 、 可 動 板 ２ ０ に は 横 孔 ２ ７ を 備 え る の で 、 可 動 板 ２ ０ は 自 由 な 角
度 調 整 機 能 を も ち 、 折 曲 部 ２ ２ の 裏 面 が 屋 根 Ｒ の 端 縁 上 面 に フ ィ ッ ト し て 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ
の 上 部 の 左 右 の 揺 れ 動 き を 確 実 に 防 止 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 本 発 明 に 係 る 転 倒 防 止 器 具 は 、 以 上 の 実 施 形 態 に 限 定 さ れ な い 。 例 え ば 、 基 板 １ ０ お よ
び 可 動 板 ２ ０ の 形 状 は 必 ず し も 長 方 形 と す る 必 要 は な い 。 基 板 １ ０ を ア ル ミ 梯 子 Ｌ に 固 定
す る と き は 、 ネ ジ 止 め に 限 ら ず 、 例 え ば ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 縦 材 を 抱 持 す る ホ ル ダ 部 材 や 、 ア
ル ミ 梯 子 Ｌ の 横 材 に 固 定 す る フ ラ ン ジ あ る い は 横 材 を 抱 持 す る ホ ル ダ 部 材 等 を 用 い て も よ
い 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 基 板 １ ０ に 設 け る 縦 孔 １ １ と 、 可 動 板 ２ ０ に 設 け る 横 孔 ２ ７ は 、 左 右 一 対 で あ る 必 要 は
な い 。 例 え ば 中 央 箇 所 に 縦 孔 （ １ １ ） と 横 孔 （ ２ ７ ） を ひ と つ 設 け る だ け で も 、 締 め 付 け
強 度 の 高 い ネ ジ を 用 い る 限 り 、 可 動 板 ２ ０ の 角 度 調 整 等 、 転 倒 防 止 器 具 と し て の 機 能 を 果
た す か ら で あ る 。 可 動 板 ２ ０ の 上 部 に 設 け る 折 曲 部 ２ ２ は 、 凹 部 （ Ｖ ） を も た ず 、 左 右 に
連 続 す る 構 造 と し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 屋 根 Ｒ の 端 縁 を 下 方 か ら 支 持 す る 固 定 支 持 部 は 、 Ｊ 字 状 の ネ ジ や Ｌ 字 状 の ネ ジ に 限 ら な
い 。 例 え ば 、 図 ５ に 示 す よ う に 、 可 動 板 ２ ０ の 両 側 に 縦 孔 ４ ０ を 設 け 、 こ の 縦 孔 ４ ０ に 、
蝶 ネ ジ ４ １ と 支 持 板 ４ ３ に よ っ て 構 成 し た 支 持 部 材 ４ ８ を 配 し て も 良 い 。 支 持 部 材 ４ ８ は
、 支 持 板 ４ ３ の 折 曲 部 ４ ４ に よ っ て 屋 根 Ｒ の 端 縁 を 下 方 か ら 支 持 す る 。 ４ ２ は 、 蝶 ネ ジ の
脚 部 で あ る 。 こ の 脚 部 ４ ２ は 、 支 持 板 ４ ３ の 略 中 央 を 貫 い て 、 例 え ば 進 退 自 在 に 螺 合 さ せ
る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 可 動 板 ２ ０ の 折 曲 部 ２ ２ に Ｊ 字 状 ま た は Ｌ 字 状 の ネ ジ 部 材 ３ ０ を 配 す る 場 合 に 較 べ 、 可
動 板 ２ ０ の 両 側 に 縦 孔 ４ ０ を 設 け て 支 持 板 ４ ３ を 固 定 す る と 、 屋 根 Ｒ の 端 縁 上 部 を 抑 え る
可 動 板 ２ ０ の 折 曲 部 ２ ２ に ネ ジ を 挿 通 さ せ な く て も よ い た め 、 ネ ジ 止 め に 要 す る 作 業 効 率
が 高 ま る 。 ま た 、 支 持 板 ４ ３ の 折 曲 部 ４ ４ の 面 積 を 大 き く 設 計 で き る た め 、 屋 根 Ｒ の 端 縁
の 下 方 支 持 の 効 果 を 高 め 、 ア ル ミ 梯 子 Ｌ の 転 倒 防 止 効 果 を 向 上 さ せ る こ と が 出 来 る 。 な お
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、 固 定 支 持 部 は 屋 根 の 端 縁 の 下 面 を 支 持 す る も の で あ れ ば 良 い の で 、 屋 根 の 上 面 を 抑 え る
折 曲 部 と 一 体 化 し た ク リ ッ プ 構 造 と し て も よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ５ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 転 倒 防 止 器 具 の 取 り 付 け 状 態 を 側 面 か ら 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 に 係 る 転 倒 防 止 器 具 を 平 側 に 配 置 す る 場 合 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 に 係 る 転 倒 防 止 器 具 を 妻 側 に 配 置 す る 場 合 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 に 係 る 基 板 と 可 動 板 を 例 示 す る 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 に 係 る 固 定 支 持 部 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 １ ０ 　 基 板
　 １ １ 　 縦 孔
　 １ ９ 　 ネ ジ 孔
　 ２ ０ 　 可 動 板
　 ２ ２ 　 折 曲 部
　 ２ ７ 　 横 孔
　 ２ ８ 　 ネ ジ
　 ２ ９ 　 ク ッ シ ョ ン 材
　 ３ ０ 　 ネ ジ 部 材 （ 固 定 支 持 部 ）
　 ４ ０ 　 縦 孔
　 ４ １ 　 蝶 ネ ジ
　 ４ ２ 　 蝶 ネ ジ の 脚 部
　 ４ ３ 　 支 持 板
　 ４ ４ 　 （ 支 持 板 の ） 折 曲 部
　 Ｌ 　 ア ル ミ 梯 子
　 Ｒ 　 屋 根
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】 【 図 ４ 】
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